
「広報かに」６月 15 日号、1 部当たりの
印刷費は約 7.71 円（税込み）です。

無 料 相 談

日　　時

毎週火、木曜日（午前９時～正午）
７月１日、３日、８日、10日、15日、
17日、22日、24日、29日、31日

毎週日曜日（午前９時～午後３時）
７月６日、13日、20日、27日

回収品目

瓶、缶、ペットボトル、トレー、発泡スチロール、
古着、紙類（紙パック、段ボール、紙容器、新聞、
雑誌、チラシ）、使用済み小型家電（30㎝×15㎝
の投入口に入るもの）、廃食用油、乾電池、蛍光灯
※新聞とチラシは分ける。

場　　所
可児市エコドーム
（姫ケ丘4―9・可児工業団地内）

７月のごみ・リサイクル資源回収日　※当日の午前８時までに出してください。

収集地区
ガラス類
瓶資源
紙容器

陶磁器類 金物類
粗大ごみ

缶
ペットボトル
トレー資源

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

2
（水）

― 9
（水）

16
（水）

今渡・土田 7
（月）

― 14
（月）

21
（祝）

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

3
（木）

― 10
（木）

17
（木）

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

10
（木）

― 17
（木）

24
（木）

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・
矢戸・塩・塩河・室原・坂戸台

9
（水）

5
（土）

16
（水）

23
（水）

久々利・羽崎、二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上・兼山

11
（金）

12
（土）

18
（金）

25
（金）

下切・北姫ニュータウン・姫ケ丘・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見

4
（金）

19
（土）

11
（金）

18
（金）

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

1
（火）

26
（土）

8
（火）

15
（火）

７月のガレキ
処分場

利用日 13日（日）・27日（日）
時　間 午前９時～午後４時30分（受け付けは午後４時まで）

６月のごみ・リサイクル資源回収日と無料相談は、５月15日号に掲載しています。

資源回収にご協力を

期間　７月１日～31日

相談名 期　日 時　間 場　所 備　考 問合先

法 律 相 談
毎週火曜日

（年末年始等を
除く）

午後１時～４時 市役所１階相談室
相談員：弁護士
事前に電話または窓口で予約する
４週先まで予約可（定員あり）

地域振興課

住宅（建築）相談 ７月４日（金） 午後１時～４時 市役所２階相談室 耐震などの相談も可
相談員：建築士 建築指導課

行 政 相 談 ７月11日（金） 午後１時～４時 市役所１階相談室 相談員：行政相談委員 総務課

消費生活相談 毎週月・水・木・
金曜日 午前９時～午後３時 市役所１階相談室 相談員：消費生活相談員 産業振興課

心配ごと相談

７月１日（火）
８日（火）
15日（火）
22日（火）
29日（火）

午後１時～４時 福祉センター 相談員：民生児童委員など 市社会福祉協議会
☎�１５５５

発達と教育の相談会
就 学 相 談 会 ７月16日（水） 午後１時30分～ 

　３時30分 総合会館分室 各幼稚園、保育園、小中学校に備
え付けの用紙か電話で申し込む

教育研究所
☎�４８４１

ことば・発達相談 平日
（年末年始を除く）

予約時に相談して
決める

こども発達支援セ
ンターくれよん

就学前の子どもの発達に関する
相談（要予約）

同センター
☎�１３１５

景 観 相 談 ７月８日（火） 午後２時～４時 市役所４階会議室 建築意匠、緑化、デザイン、色彩
の相談（要予約） 都市計画課

男
女
共
同
参
画

悩 み 相 談

７月12日（土） 午後１時30分～
　４時30分

文化創造センター・
アーラ

相談員：専任アドバイザー（要予約）
電話相談も時間内のみ可

人づくり課
※予約の申込開
始は
７月７日（月）
午前８時30分

法 律 相 談 相談員：女性弁護士（要予約）

交流サロン 予約不要

人権・困りごと相談 ７月 10 日（木） 午後 1 時～ 4 時 福祉センター 相談員：人権擁護委員
（予約不要） 人づくり課

精神保健福祉相談
７月９日（水） 午後１時 30 分～

　４時 30 分
桜ケ丘公民館 心の病気（うつ病など）の相談

事前に電話で予約する 福祉課
７月 23 日（水） 市役所東館

障がい者
就労支援相談 7 月 22 日（火） 午後１時 30 分～

　３時

ハーモニー
（福祉センター内）
ボランティア室

事前に電話で予約する サテライトｔ（ティー）
☎ 0572 � 9721

ゴミ出しワンポイント
●カセットボンベ、スプレー缶などの出し方

　中身の残っているカセットボンベ、スプレー
缶などをそのまま出すと、ゴミ収集車やごみ処
理施設での火災事故の原因となり、大変危険で
す。事故防止のため、カセットボンベなどは必
ず使い切り、風通しの良い、火気のない場所で
穴をあけて、不燃ごみ金物類で出してください。
●生ごみの出し方

　生ごみを出すときは、しっかり水気を切ると、
ごみの減量につながります。
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総合政策課平成26年7月1日（火）
平成26年 経済センサス－基礎調査 商業統計調査

すべての事業所が対象となります。調査にご協力願います。

調査期日
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